
大 阪 府 松 原 市

平 成 ２ ８ 年 度

施 策 の 成 果 及 び

予 算 執 行 実 績 報 告 書

（一般会計・事務事業経費・教育費）



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

教 育 総 務 費 教育委員会費 教育委員会管理費 5,780,000 4,718,159 一 般 財 源
（教育政策課） 4,718,159

<経費の内訳>
・報酬 4,521,091 円
・報償費 30,000 円
・旅費 43,080 円
・交際費 3,552 円
・需用費 50,436 円
・負担金、補助及び交付金 70,000 円

事 務 局 費 2,000,000 1,644,957 一 般 財 源
1,644,957

（教育総務課）

<経費の内訳>
・報償費 1,644,957 円

文化の日表彰事業 160,000 83,223 一 般 財 源
（教育政策課） 83,223

<経費の内訳>
・報償費 80,775 円
・役務費 2,448 円

施策の成果

小学校・中学校卒業記念
事業

　各市立学校を卒業する児童及び生徒に記念品を贈り、その前
途を祝った。

　文化の日に当り、松原市の教育の振興に顕著な功績のあった
個人、団体及び児童・生徒を表彰した。

　教育委員会の運営及び教育に関する事務の点検評価を行い、
適正な教育行政の向上を図った。

区 分 H28年度 H27年度
被 表 彰 者 数 40人 27人

H28年度 H27年度
小 学 校 1,062人 1,084人
中 学 校 1,158人 1,186人

区 分
対象人数



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 事 務 局 費 24,261,000 23,938,269 一 般 財 源
23,938,269

（教育総務課）
<経費の内訳>

・需用費 37,000 円
・委託料 23,901,269 円

2,223,000 2,072,082 一 般 財 源
2,072,082

（教育政策課）
<経費の内訳>

・報酬 210,000 円
・需用費 70,840 円
・役務費 38,942 円
・委託料 1,752,300 円

奨学基金費 3,000 2,304 財 産 収 入
（教職員課） 2,304

<経費の内訳>
・積立金 2,304 円

平成28年度末松原市奨学基金現在高　
７２，７３５，４４９ 円

市立小学校セフティス
クールサポート事業

教育振興基本計画策定事
業

　次世代の奨学金貸与に充てるため、奨学基金運用により生じ
た利子を同基金に積み立てた。

　全小学校に管理員を配置し、入校者の受付対応を行うことに
より、市立小学校の安全環境を確保した。

　教育大綱を具体化し、教育の振興・発展を総合的かつ計画的
に実現するための教育振興基本計画を策定した。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 教 育 推 進 費 26,678,000 25,302,080 一 般 財 源
25,302,080

（教育研修センター）

<経費の内訳>
・報酬 7,644,828 円
・報償費 4,221,500 円
・旅費 9,600 円
・需用費 272,691 円
・役務費 120,481 円
・委託料 12,902,980 円
・使用料及び賃借料 130,000 円

総合的教育力推進事業 4,842,000 4,303,000 一 般 財 源
（教育推進課） 4,303,000

<経費の内訳>
・報償費 4,303,000 円

児童・生徒理解活動（心
の教育）推進事業

　スクールカウンセラー等の配置による教育相談事業及び各校
における体験活動事業の推進により児童・生徒の心の教育を充
実させるとともに児童・生徒理解が深まった。また、教育支援
センター事業の推進により不登校児童・生徒等の学校復帰への
支援を図った。

　各市立小中学校に学校図書ボランティアを配置することによ
り、各校の図書室の整備を進めるとともに、読書活動や図書教
育の充実を図った。また、学校教育における多様な地域人材の
活用を通じて、学校評議員制度の充実、学校と地域及び保護者
の協働・連携関係を深める等、開かれた学校づくりを推進し
た。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 教 育 推 進 費 国際化教育推進事業 34,611,000 32,972,179 一 般 財 源
（教育推進課） 32,972,179

<経費の内訳>
・報酬 18,550,384 円
・賃金 9,941,860 円
・報償費 216,940 円
・旅費 386,200 円
・需用費 151,712 円
・委託料 3,210,365 円
・使用料及び賃借料 514,718 円

12,551,000 11,868,149 府 支 出 金
300,000

（教育推進課） 一 般 財 源
（教育研修センター） 11,568,149

<経費の内訳>
・報償費 3,760,000 円
・旅費 61,050 円
・需用費 6,809,919 円
・役務費 21,700 円
・使用料及び賃借料 252,000 円
・負担金、補助及び交付金 963,480 円

特色・個性化教育推進事
業

　小学校外国語活動の充実に向け、指導協力員とＡＬＴ（英語
指導助手）を全小学校に派遣した。また、全中学校にＡＬＴを
派遣し言語活動の充実をめざした英語教育を推進するととも
に、日本語指導を必要とする外国人園児・児童・生徒に指導協
力員を派遣し、各学校園での支援を充実させた。さらに、台湾
台北市文山区の中学生との交流等を通じて親睦を深めることが
できた。

　園児・児童・生徒の生きる力を育み地域に開かれた魅力と特
色ある学校園づくりを推進するとともに、教職員の指導力と資
質向上のための研修及び指導資料の充実を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 教 育 推 進 費 情報教育推進事業 2,785,000 2,546,811 一 般 財 源
（教育研修センター） 2,546,811

<経費の内訳>
・報償費 585,500 円
・需用費 1,961,311 円

人権教育推進事業 730,000 602,963 一 般 財 源
（教育推進課） 602,963

<経費の内訳>
・報償費 460,000 円
・需用費 81,163 円
・使用料及び賃借料 61,800 円

 
学就学支援事業 480,000 441,180 一 般 財 源

（教職員課） 441,180

<経費の内訳>
・報償費 7,500 円
・需用費 6,480 円
・委託料 427,200 円

531,000 510,709 一 般 財 源
510,709

（教職員課）

<経費の内訳>
・委託料 510,709 円

　各学校の支援学級に在籍する児童・生徒が相互交流を図るた
め、松原市教育研究会に委託し、合同で校外学習や発表会を実
施するなど、支援教育の推進を図った。

  学齢児童・生徒一人ひとりの適正な就学支援を図るため、就
学支援委員会をたちあげ、医師や臨床心理士に委託し専門的な
意見を聞きながら就学相談を行い、支援教育の推進を図った。

　情報化社会に対応した教職員のスキルや指導力向上のため研
修を行った。また、タブレット型パソコンや電子黒板の活用事
例をまとめた指導資料を配布した。

支援学級合同校外学習事
業

　人権教育に関する研修・研究等の充実により、教職員の人権
意識の向上を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 教 育 推 進 費 教育用ネットワーク事業 64,914,000 48,531,204 一 般 財 源
（教育総務課） 48,531,204

<経費の内訳>
・役務費 4,574,880 円
・委託料 1,095,660 円
・使用料及び賃借料 42,860,664 円

1,540,000 1,540,000 一 般 財 源
1,540,000

（教育推進課）

<経費の内訳>
・委託料 1,540,000 円

児童自己防衛力育成事業 1,504,000 1,464,953 一 般 財 源
（教育推進課） 1,464,953
（地域教育課）

<経費の内訳>
・報償費 420,000 円
・需用費 904,953 円
・負担金、補助及び交付金 140,000 円

　児童の安全確保に向けて小学１年生に防犯ブザーを配布する
とともに、青少年の安全確保を目的とした青少年対策会議事業
に対して補助を行った。また、地域の方々に対し、見守りによ
る児童の登下校時の安全確保のため、「子どもの安全見守り
隊」の安全旗を配布した。さらに、児童自身の自己防衛力を育
成する指導の充実に向け、教職員の指導力量の向上のための研
修会を実施した。

児童・生徒ハートサポー
ト推進事業

　インターネットや各小中学校を結ぶ教育用ネットワークに係
る教育用サーバ及び各校内ＬＡＮ機器等の更新を行うことによ
り、授業における機器のスムーズな接続が確保できた。また、
新たに各校に校務支援システムと校務パソコンを導入すること
により、教職員の校務の負担軽減を図り、児童・生徒と向き合
う時間を増やすことができた。

　いじめやいじめにかかわる事象の早期発見・早期対応及び未
然防止等のために、市内小中学校にスクールサポーター（教育
活動支援員）を配置し、教育活動の円滑な実施を支援した。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 教 育 推 進 費 支援教育推進事業 3,548,000 3,272,300 一 般 財 源
（教育推進課） 3,272,300

<経費の内訳>
・報酬 420,000 円
・報償費 2,714,200 円
・使用料及び賃借料 97,200 円
・負担金、補助及び交付金 40,900 円

10,940,000 10,625,000 一 般 財 源
10,625,000

（教育推進課）

<経費の内訳>
・報償費 10,625,000 円

いきいき英語推進事業 2,953,000 2,538,796 一 般 財 源
（教育推進課） 2,538,796

<経費の内訳>
・報償費 50,000 円
・需用費 303,056 円
・委託料 2,185,740 円

　小学校における文字と音声を関連付けてリズムよく学習する
フォニックスの取組みや、大阪府教育庁作成のＤＶＤ「ＤＲＥ
ＡＭ」の活用、中学校２年生での英語検定試験の実施をふま
え、学びの積み上げから使える英語の習得を図った。

放課後学習等サポート事
業

　障害のある園児・児童・生徒の社会参加と自立をめざす教育
及び、適切な教育的支援に向け、研究会等を行うことで教員の
専門性の向上を図った。また、肢体不自由学級等在籍の児童・
生徒の巡回相談として医師、訓練士の派遣等を行い、支援教育
の充実を図った。

　全ての小中学校に学習支援アドバイザーを配置し、児童・生
徒に向けて放課後等の学習支援を行うことで、自学自習力の向
上と家庭での学習習慣の定着を推進した。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

教 育 総 務 費 教 育 推 進 費 2,465,000 1,625,000 一 般 財 源
1,625,000

（教育総務課）

<経費の内訳>
・報償費 735,000 円
・委託料 890,000 円

51,398,000 49,464,996 一 般 財 源
49,464,996

（教育総務課）

<経費の内訳>
・需用費 9,825,895 円
・役務費 248,695 円
・委託料 8,467,933 円
・使用料及び賃借料 30,922,473 円

セーフスクール推進事業 3,989,000 3,598,922 国 庫 支 出 金
（教育推進課） 1,676,841

一 般 財 源
1,922,081

<経費の内訳>
・報償費 60,000 円
・旅費 245,240 円
・需用費 1,655,787 円
・委託料 1,637,895 円

　セーフスクールの認証を目指し、（体及び心の）ケガ及びそ
の原因となる事故、いじめ、暴力を予防することによって、安
全で健やかな学校づくりを進める松原らしいセーフスクールの
活動を市民との協働で推進した。

学校クラブ活動活性化事
業

学校ＩＣＴ機器等整備事
業

　クラブ活動競技を専門に行う指導者等から、クラブ員が指導
を受けることで、クラブ活動に対するモチベーションと技術の
向上を図った。また、パラリンピック車椅子バスケットボール
の元代表選手との体験学習をとおして、障害者スポーツに対す
る理解を深めるとともにチャレンジ精神の獲得を目指した。

　各小中学校における情報教育の充実を図るとともに、授業等
においてタブレット型パソコン及び電子黒板等の学校ＩＣＴ機
器を円滑に使用できるようにするため、当該機器等の整備や保
守業務を行った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

小 学 校 費 学 校 管 理 費 40,224,000 37,505,414 一 般 財 源
37,505,414

（教育総務課）
<経費の内訳>

・需用費 28,051,666 円
・備品購入費 9,453,748 円

小学校運営事業 18,335,000 17,112,709 一 般 財 源
（教育総務課） 17,112,709

<経費の内訳>
・需用費 10,116,583 円
・使用料及び賃借料 6,304,826 円
・負担金、補助及び交付金 691,300 円

小学校管理事業 123,654,000 101,314,125 諸 収 入
（教育総務課） 311,381

一 般 財 源
101,002,744 <経費の内訳>

・需用費 85,060,664 円
・役務費 6,702,712 円
・委託料 9,397,750 円
・原材料費 152,999 円

　市立小学校のごみ処理や機械警備等の施設環境整備を行うこ
とにより、教育環境の充実を図った。

対象児童数

小学校教材・教具購入事
業

　市立小学校に必要な教材教具を購入し、教育環境を充実させ
ることにより、教育効果のより一層の向上を図った。

　市立小学校の事務用品や印刷物等、学校運営を円滑に進める
ために必要な物品等の充実を図った。

５，７８３ 人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

小 学 校 費 学 校 管 理 費 小学校支援学級運営事業 2,601,000 2,447,021 一 般 財 源
（教育総務課） 2,447,021

<経費の内訳>
・賃金 610,740 円
・需用費 1,333,293 円
・委託料 20,520 円
・使用料及び賃借料 482,468 円

53,598,000 49,282,219 一 般 財 源
49,282,219

（教育総務課）
<経費の内訳>

・需用費 31,898,253 円
・役務費 2,934,661 円
・委託料 9,662,740 円
・使用料及び賃借料 2,200,800 円
・原材料費 1,010,367 円
・負担金、補助及び交付金 1,575,398 円

小学校施設営繕事業 11,800,000 10,908,000 一 般 財 源
（教育総務課） 10,908,000

<経費の内訳>
・委託料 1,317,600 円
・工事請負費 9,590,400 円

小学校備品整備事業 2,580,000 2,240,000 一 般 財 源
（教育総務課） 2,240,000

<経費の内訳>
・備品購入費 2,240,000 円

  市立小学校の営繕工事を行い、安全・安心な教育施設の改善
を図った。

  市立小学校の校舎内外の維持管理及び修繕に努め、教育施設
を保全した。

小学校施設維持管理整備
事業

  市立小学校の教育環境の向上のため、老朽化した施設備品の
更新を図った。

　児童の障害の状態に応じた教材等を購入したことにより、支
援が必要な児童の学校生活の充実を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

小 学 校 費 学 校 管 理 費 25,480,000 23,390,707 一 般 財 源
23,390,707

（教職員課）

<経費の内訳>
・賃金 23,357,942 円
・旅費 32,765 円

5,994,000 5,942,132 府 支 出 金
1,660,000

一 般 財 源
（教職員課） 4,282,132

<経費の内訳>
・報酬 3,839,380 円
・賃金 2,060,800 円
・旅費 41,952 円

教 育 振 興 費 660,000 624,151 国 庫 支 出 金
228,000

（教育総務課） 一 般 財 源
396,151 <経費の内訳>

・備品購入費 624,151 円

78,660,000 65,388,381 国 庫 支 出 金
315,000

（教職員課） 府 支 出 金
137,659

一 般 財 源 <経費の内訳>
64,935,722 ・役務費 108,953 円

・扶助費 65,279,428 円

　市立小学校の理科及び算数の教材について、児童の学習の向
上がより一層図られるよう充実整備を行った。

　経済的理由で就学困難と認められる要保護及び準要保護家庭
の学齢児童の保護者に対して、学校で必要な費用の一部を援助
し、義務教育の円滑な実施を図った。

　市立小学校に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等教育上支援を必要と
する児童に対し、教育支援員、介助員を配置し、子ども一人ひ
とりの教育的ニーズに応じた支援教育の充実を図った。

要保護及び準要保護児童
生徒援助事業（小学校）

医療的ケアを要する児童
生徒への看護師配置事業
（小学校）

　医療的ケアを要する児童に対し、より安全な学校生活や教育
活動を保障するため看護師を配置し、就学の機会の拡充を図っ
た。

支援教育運営事業（小学
校）

小学校理科教育等設備整
備事業



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

小 学 校 費 教 育 振 興 費 4,140,000 3,670,984 国 庫 支 出 金
1,837,000

（教職員課） 一 般 財 源
1,833,984

<経費の内訳>
・扶助費 3,670,984 円

10,230,000 10,057,290 一 般 財 源
10,057,290

（教育研修センター）

<経費の内訳>
・報酬 9,414,000 円
・報償費 643,290 円

中 学 校 費 学 校 管 理 費 34,168,000 32,451,796 一 般 財 源
32,451,796

（教育総務課）
<経費の内訳>

・需用費 26,967,300 円
・備品購入費 5,484,496 円

中学校運営事業 10,053,000 9,190,739 一 般 財 源
（教育総務課） 9,190,739

<経費の内訳>
・需用費 5,842,886 円
・使用料及び賃借料 2,943,853 円
・負担金、補助及び交付金 404,000 円

　支援学級等に在籍する児童の保護者に対し、学用品費等の援
助を行い、経済的負担を軽減することにより支援教育の普及・
充実を図った。

人対象生徒数

　児童の学力及び体力向上の取組みの推進や、教員の指導力の
向上のために、退職校長等を配置し、継続的・日常的な指導・
支援に努め、小学校教育の充実を図った。

３，２５７

中学校教材・教具購入事
業

　市立中学校に必要な教材教具を購入し、教育環境を充実させ
ることにより、教育効果のより一層の向上を図った。

教育アドバイザー配置事
業（小学校）

支援教育就学奨励事業
（小学校）

　市立中学校の事務用品や印刷物等、学校運営を円滑に進める
ために必要な物品等の充実を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

中 学 校 費 学 校 管 理 費 中学校管理事業 78,648,000 70,687,437 諸 収 入
（教育総務課） 2,696,474

一 般 財 源
67,990,963 <経費の内訳>

・需用費 49,012,645 円
・役務費 4,199,531 円
・委託料 16,711,969 円
・原材料費 66,692 円
・補償、補填及び賠償金 696,600 円

中学校支援学級運営事業 1,990,000 971,266 一 般 財 源
（教育総務課） 971,266

<経費の内訳>
・賃金 229,360 円
・需用費 680,346 円
・委託料 61,560 円

25,695,000 23,065,812 一 般 財 源
23,065,812

（教育総務課）
<経費の内訳>

・需用費 11,929,096 円
・役務費 2,216,675 円
・委託料 6,309,564 円
・使用料及び賃借料 2,067,574 円
・原材料費 542,903 円

  市立中学校の校舎内外の維持管理及び修繕に努め、教育施設
を保全した。

　生徒の障害の状態に応じた教材等を購入したことにより、支
援が必要な生徒の学校生活の充実を図った。

　市立中学校のごみ処理や機械・人的警備等の施設環境整備を
行ったことにより、教育環境の充実を図った。

中学校施設維持管理整備
事業



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

中 学 校 費 学 校 管 理 費 中学校施設営繕事業 12,900,000 11,977,200 一 般 財 源
（教育総務課） 11,977,200

<経費の内訳>
・委託料 1,285,200 円
・工事請負費 10,692,000 円

中学校備品整備事業 1,350,000 1,135,000 一 般 財 源
（教育総務課） 1,135,000

<経費の内訳>
・備品購入費 1,135,000 円

9,086,000 8,699,187 一 般 財 源
8,699,187

（教職員課）

<経費の内訳>
・賃金 8,623,330 円
・旅費 75,857 円

教 育 振 興 費 440,000 423,426 国 庫 支 出 金
211,000

（教育総務課） 一 般 財 源
212,426 <経費の内訳>

・備品購入費 423,426 円

　市立中学校の教育環境の向上のため、老朽化した施設備品の
更新を図った。

中学校理科教育等設備整
備事業

支援教育運営事業（中学
校）

  市立中学校の営繕工事を行い、安全・安心な教育施設の改善
を図った。

　市立中学校に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ等教育上支援を必要と
する生徒に対し、教育支援員、介助員等を配置し、子ども一人
ひとりの教育的ニーズに応じた支援教育の充実を図った。

　市立中学校の理科教材を整備したことにより、生徒の学習の
向上がより一層図られるよう充実整備を行った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

中 学 校 費 教 育 振 興 費 77,510,000 64,043,869 国 庫 支 出 金
800,000

（教職員課） 府 支 出 金
65,014

一 般 財 源 <経費の内訳>
63,178,855 ・役務費 50,637 円

・扶助費 63,993,232 円

3,093,000 2,071,752 国 庫 支 出 金
1,034,000

（教職員課） 一 般 財 源
1,037,752

<経費の内訳>
・扶助費 2,071,752 円

3,766,000 3,491,025 一 般 財 源
3,491,025

（教育研修センター）

<経費の内訳>
・報償費 3,491,025 円

　経済的理由で就学困難と認められる要保護及び準要保護家庭
の学齢生徒の保護者に対して、学校で必要な費用の一部を援助
し、義務教育の円滑な実施を図った。

要保護及び準要保護児童
生徒援助事業（中学校）

教育アドバイザー配置事
業（中学校）

支援教育就学奨励事業
（中学校）

　生徒の学力及び体力向上の取組みの推進や、教員の指導力の
向上のために、退職校長等を配置して継続的・日常的な指導・
支援に努め、中学校教育の充実を図った。

　支援学級等に在籍する生徒の保護者に対し、学用品費等の援
助を行い、経済的負担を軽減することにより支援教育の普及・
充実を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

幼 稚 園 費 幼稚園総務費 幼稚園運営管理事業 282,904,000 277,488,431 使用料及び手数料
（子ども未来室） 29,886,939

諸 収 入
550,676

一 般 財 源
247,050,816

<経費の内訳>
・給料 130,978,989 円
・職員手当等 87,352,827 円
・共済費 35,728,585 円
・賃金 9,096,805 円
・報償費 73,486 円
・旅費 347,407 円
・需用費 9,442,165 円
・役務費 1,285,714 円
・委託料 1,519,921 円
・使用料及び賃借料 207,360 円
・備品購入費 1,356,882 円
・負担金、補助及び交付金 98,290 円

7,165,000 6,826,538 繰 越 金
1,445,040

（子ども未来室） 一 般 財 源
5,381,498 <経費の内訳>

・需用費 3,462,942 円
・役務費 477,470 円
・委託料 941,112 円
・委託料（繰越分） 1,445,040 円
・原材料費 499,974 円

人

幼稚園施設維持管理整備
事業

  市立幼稚園の園舎内外の維持管理及び修繕に努め、教育施設
を保全した。

３６９対象園児数

　平成28年度からの四つ葉幼稚園における、３歳児の受け入れ
開始に伴い、園児・保護者のニーズに応えるために必要な施設
の運営経費の充実を図り、市内における幼稚園教育の質を一層
向上させた。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

幼 稚 園 費 幼稚園総務費 幼稚園施設営繕事業 15,304,000 12,123,000 一 般 財 源
（子ども未来室） 12,123,000

<経費の内訳>
・工事請負費 12,123,000 円

　
市

幼稚園就園奨励事業 87,367,000 80,032,433 国 庫 支 出 金
（子ども未来室） 24,622,000

一 般 財 源
55,410,433

<経費の内訳>
・役務費 27,000 円
・負担金、補助及び交付金 80,005,433 円

2,213,000 2,212,290 一 般 財 源
2,212,290

（教育研修センター）

<経費の内訳>
・報酬 1,882,800 円
・報償費 329,490 円

幼稚園預かり保育事業 7,723,000 7,060,511 使用料及び手数料
（子ども未来室） 2,308,511

国 庫 支 出 金
1,723,000

府 支 出 金 <経費の内訳>
3,029,000 ・賃金 6,927,812 円

・需用費 132,699 円

　私立幼稚園（子ども・子育て支援法に基づき、新制度に移行
した幼稚園を除く）に通園する園児をもつ保護者が負担する保
育料及び入園料に対し、保護者の所得に応じて補助を行い、幼
稚園教育の普及と就園の奨励を図った。

教育アドバイザー配置事
業（幼稚園）

　市立幼稚園における特色ある取組みを推進し、園児の体力向
上や教員の指導力向上のために、退職教員等を配置し、継続
的・日常的な指導・支援を行い、幼稚園教育の充実を図った。

  市立幼稚園の営繕工事を行い、安全・安心な教育施設の改善
を図った。

　市立幼稚園の教育時間終了後に、希望する保護者の園児を対
象に預かり保育を全園にて実施することにより、子育て及び就
労支援を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

幼 稚 園 費 幼稚園総務費 幼稚園支援教育運営事業 6,350,000 6,324,216 一 般 財 源
（子ども未来室） 6,324,216

<経費の内訳>
・賃金 6,299,425 円
・旅費 24,791 円

53,239,000 52,163,541 国 庫 支 出 金
20,423,764

（子ども未来室） 府 支 出 金
17,584,604

一 般 財 源 <経費の内訳>
14,155,173 ・役務費 5,980 円

・負担金、補助及び交付金 4,956,700 円
・扶助費 47,200,861 円

認定こども園等運営管理
事業

　子ども・子育て支援法に基づき、新制度に移行した施設を利
用する子どもに係る教育・保育の提供に対して、給付を行うこ
とにより、質の高い子育て支援を行った。

　市立幼稚園に通う学習障害等の教育上支援を必要とする園児
に対し、学習等の支援を行う教育支援員を配置して、幼稚園に
おける支援教育の充実を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 社会教育総務費 社会教育振興事業 10,908,000 10,807,130 一 般 財 源 ■社会教育関係団体指導者セミナー
（いきがい学習課） 10,807,130
（地域教育課）

対象　社会教育関係団体の指導者等　２講座

■識字等教室

・識字学校（書道の部を含む）　年６０回　

　　

<経費の内訳>
・報酬 10,056,460 円
・報償費 190,000 円
・旅費 11,500 円
・需用費 111,170 円
・負担金、補助及び交付金 438,000 円

　様々な理由で教育を受けることができなかった人や、国際化
社会の流れの中、日本で働く外国人、日本に住む日本語の読み
書きに困っている人、一人ひとりに合わせた丁寧な学習支援に
より個々の日本語学習を確実に進めることができた。

　社会教育関係団体の中核的な指導者を支援することで、自主
的かつ自立的な活動を行う団体としての力量を高めることがで
きた。

区 分 H28年度 H27年度
参 加 者 数 95人 92人

区 分 H28年度 H27年度
延 べ 参 加 者 数 910人 890人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 社会教育総務費 4,705,000 4,656,309 諸 収 入
90,500

（いきがい学習課） 一 般 財 源
（地域教育課） 4,565,809

<経費の内訳>
・報償費 769,000 円
・需用費 93,417 円
・役務費 19,992 円
・委託料 3,770,000 円
・使用料及び賃借料 3,900 円

地域・家庭の教育力向上
事業 　各中学校区において、学校・地域・家庭が協働して企画・実

施したフェスタ・クリーンキャンペーン等のボランティア活動
や講演会を通じて、地域コミュニティの形成を推進した。

    公民館サポーター派遣  １４講座　２４６人

■地域活動支援者養成講座　７講座２４回

  保育ボランティア派遣・まっｃｏｍ派遣・公民館サポーター
派遣事業を実施し、仕事や趣味で培ってきた知識や経験、特技
等を地域の教育力として活用する場を提供した。

■家庭教育力向上講座（居場所づくり）　１７講座４１回

  保育ボランティア、公民館サポーター、まっｃｏｍ養成講座
を開催し、ボランティア養成に努め、スキルアップを図った。
また、地域住民のボランティアへの意識が高まった。

　子育て中、男女共同参画、一般、子どもの４つのテーマを掲
げ、それぞれを対象に講座を実施した。シリーズで開催する講
座も多く、参加者同士の交流、それぞれの成長、支援につなが
る内容となった。

    保育担当者派遣　      １１回　　　４４人

■いきいき事業

    まっｃｏｍ派遣      　派遣件数　　４６件
　　　　　　　    　      派遣回数　　８５回

■地域の教育力活用

区 分 H28年度 H27年度
延 べ 参 加 者 数 717人 620人

区 分 H28年度 H27年度
延 べ 参 加 者 数 369人 113人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 社会教育総務費 小学校施設開放事業 2,460,000 2,449,093 諸 収 入
（地域教育課） 798,000

一 般 財 源
1,651,093

<経費の内訳>
・需用費 894,093 円
・委託料 960,000 円
・原材料費 595,000 円

6,229,000 5,478,960 府 支 出 金
3,322,000

一 般 財 源
（地域教育課） 2,156,960

<経費の内訳>
・報償費 2,034,800 円
・旅費 5,460 円
・需用費 318,700 円
・委託料 3,120,000 円

公 民 館 費 公民館管理事業 36,755,000 34,145,054 使用料及び手数料
（いきがい学習課） 370,040

諸 収 入
240,192 <経費の内訳>

一 般 財 源 ・報酬 90,000 円
33,534,822 ・需用費 8,375,396 円

・役務費 349,981 円
・委託料 22,512,455 円
・使用料及び賃借料 669,828 円

・備品購入費 586,944 円

・負担金、補助及び交付金 1,560,450 円

学校・家庭・地域の連携
による教育支援活動促進
事業

  市立小学校15校の学校施設（運動場・体育館等）を学校教育
に支障のない時間帯に開放することにより、多くのグループ・
サークル活動を支援し、地域住民（団体）のコミュニティの醸
成を図るとともに児童・生徒の健全育成に努めた。

  市立５公民館（松原・新町・三宅・天美・中央）について適
正な施設の運営・維持管理等に努めた。

　地域住民等の参画による「学校支援地域本部事業」「土曜子
ども体験活動推進事業」「家庭教育支援事業」を支援すること
により、地域教育コミュニティづくりを推進し、地域の教育
リーダーの資質の向上を図り、地域の教育力の向上に努めた。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 公 民 館 費 地域の仲間づくり事業 2,766,000 1,923,193 諸 収 入 ■公民館活動
（いきがい学習課） 276,300

一 般 財 源
1,646,893

■こころのゆとり教室

■文化祭
　参加者を実行委員とした文化祭を開催することにより、参加
者同士の交流及び目標設定の場となった。また、市民が文化に
ふれる機会を提供することで、年一回の市民の交流の場とな
り、文化振興の発展につながった。

　参加者の生きがいづくりや、地域の仲間づくりを目的に、親
しみやすいテーマを企画し、概ね60歳以上のシニア世代の方を
対象とした「ゆったり・これから倶楽部」等を開催すること
で、交流の場を提供することができた。

　公民館において、地域の仲間づくり事業（公民館活動）を開
催し、新町公民館のフリースペースを活用した連続講座の事業
を実施した。同じテーマに関心がある人と学び合うことで仲間
意識が芽生え、参加者同士の交流の場となった。また、講座へ
の参加をとおし新たな活動サークル・団体が結成され、仲間づ
くりや生きがいづくりの支援の場を提供することができた。

H28年度 H27年度
作品等出品者 1,121人 1,112人

囲碁 32人 30人
将棋 35人 42人
俳句 13人 30人
詩吟 104人 140人
ダンス 54人 80人

区 分

大会部門参加者

区 分
講 座 数
受 講 者 数 293人

H28年度 H27年度
9講座
172人

19講座



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 公 民 館 費 ■音楽祭

<経費の内訳>
・報償費 1,032,000 円
・需用費 57,583 円
・役務費 6,960 円
・委託料 324,000 円
・使用料及び賃借料 2,650 円
・負担金、補助及び交付金 500,000 円

　参加団体を実行委員会とした市民主体の音楽祭を開催するこ
とで、参加者の日々の練習成果を発表する場となっただけでは
なく、団体間における仲間意識の芽生えや連携が形成された。
また、様々な団体が一つの舞台に一堂に会し、表現力や技術力
を発表することで、市民文化の向上に資する場となった。

区 分 H28年度 H27年度
参 加 団 体 数 20団体 19団体



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 図 書 館 費 市民図書館管理運営事業 96,521,000 90,245,930 使用料及び手数料
（市民図書館） 183,700

一 般 財 源
90,062,230

<経費の内訳>
・報酬 30,220,857 円
・賃金 7,771,575 円
・旅費 63,490 円
・需用費 10,632,701 円
・役務費 1,246,293 円
・委託料 17,985,579 円
・使用料及び賃借料 3,567,512 円
・備品購入費 17,197,619 円
・負担金、補助及び交付金 1,560,304 円

読書活動推進事業 273,000 262,995 一 般 財 源
（市民図書館） 262,995

<経費の内訳>
・報償費 260,000 円
・需用費 2,995 円

  絵本入門講座やスキルアップ講座などを行い、絵本の読み聞
かせや乳幼児が初めて絵本に触れる体験を援助する事業等を進
めた。また、絵本とおはなし講演会や古典文学講座など気軽に
参加できる活動に取り組み、市民の読書活動を推進した。

　図書館法に基づき、図書や記録等必要な資料を収集・整理・
保存し、市民へ提供することに努めた。また、市民の読書環境
の向上のために、施設の維持管理を行った。

区 分 H28年度 H27年度
市民図書館資料数（図書） 395,178点 393,344点
資 料 貸 出 総 数 511,659点 533,781点
新 刊 図 書 等 購 入 総 数 11,518冊 11,527冊
  内訳　一般 8,783冊 8,426冊
　　　　児童 2,735冊 3,101冊
ＤＶＤ・ＣＤ等購入総数 137点 136点



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 図 書 館 費 障害者支援事業 329,000 271,227 一 般 財 源
（市民図書館） 271,227

<経費の内訳>
・報償費 166,282 円
・需用費 34,945 円
・負担金、補助及び交付金 70,000 円

電子書籍サービス事業 2,450,000 2,445,249 一 般 財 源
（市民図書館） 2,445,249

<経費の内訳>
・需用費 70,968 円
・使用料及び賃借料 2,374,281 円

青少年教育費 成人式事業 1,608,000 1,497,235 一 般 財 源
（地域教育課） 1,497,235

<経費の内訳>
・報償費 40,000 円
・需用費 227,310 円
・役務費 142,725 円
・委託料 710,000 円
・使用料及び賃借料 377,200 円

  ライフスタイルに合わせ24時間・365日好きなときに読書が
できる電子書籍サービスの充実を図った。

  朗読技術の講習会を行い、ボランティアの養成及び技術の向
上を図り、対面朗読や録音図書の作成、デイジー図書化を進
め、視覚障害者の読書環境の充実を図った。

　成人式々典を開催し、松原市内の新成人の輝かしい未来を祝
うことができた。また、新成人（青少年）で構成された実行委
員会へ成人式業務を委託することで、成人としての自覚と地域
づくりの意識向上を図った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 青少年教育費 青少年育成関連事業 3,825,000 3,698,604 一 般 財 源
（地域教育課） 3,698,604

<経費の内訳>
・報償費 1,798,500 円
・需用費 208,664 円
・役務費 11,440 円
・負担金、補助及び交付金 1,680,000 円

727,000 721,827 一 般 財 源
721,827

（みち・みどり整備室）

<経費の内訳>
・需用費 37,600 円
・役務費 384,227 円
・委託料 300,000 円

友好交流事業 210,000 210,000 一 般 財 源
（いきがい学習課） 210,000

<経費の内訳>
・負担金、補助及び交付金 210,000 円

　青少年の健全育成に資する青少年指導員を委嘱するととも
に、地域の青少年団体活動の奨励・支援を行い、青少年育成活
動を推進した。

　野外活動体験を通じて自然と触れ合うレクリエーション活動
の場を提供し、市民の心身の健全な育成に寄与することができ
た。

大塚野外活動広場運営事
業

　月ヶ瀬地域との友好交流事業（青少年キャンプ、梅まつりバ
スツアー、マラソン大会等）に対して補助を行い、イベントへ
の参加促進を図り、月ヶ瀬地区の住民等と交流を行った。



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 青少年会館費 9,838,000 7,290,291 一 般 財 源
7,290,291

（人権交流室）
<経費の内訳>

・需用費 3,460,588 円
・役務費 132,399 円
・委託料 3,695,854 円
・負担金、補助及び交付金 1,450 円

青少年会館自主事業 1,444,000 1,250,349 一 般 財 源
（人権交流室） 1,250,349

<経費の内訳>
・報償費 1,091,000 円
・需用費 159,349 円

文化財保護費 調査・保存事業 8,748,000 6,731,004 一 般 財 源
（文化財課） 6,731,004

<経費の内訳>
・報酬 45,000 円
・報償費 10,000 円
・旅費 7,540 円
・需用費 634,035 円
・委託料 5,863,481 円
・使用料及び賃借料 124,292 円
・備品購入費 46,656 円

　地域の文化財を次世代へ継承するため、調査を実施し指定に
よる保存の準備を進めることができた。また、地域の文化財の
周知と愛護意識の高揚に努め、市民が地域の歴史・文化等を理
解し学習できるように普及啓発を図った。

　各種文化・スポーツ体験教室、ファミリー講座、青年自主活
動支援等を行い、青少年の健全な育成に寄与した。

　人権交流センターの警備・清掃業務や保守点検等を行い、施
設の適切な維持管理に努めた。

人権交流センター管理事
業



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

社 会 教 育 費 少年自然の家費 少年自然の家管理事業 40,062,000 39,671,544 使用料及び手数料
（いきがい学習課） 538,400

一 般 財 源
39,133,144

<経費の内訳>
・役務費 41,527 円
・委託料 38,955,017 円
・備品購入費 675,000 円

保 健 体 育 費 保健体育総務費 学校保健体育関係事業 12,136,000 11,212,567 分担金及び負担金
（教育推進課） 3,274,820

一 般 財 源
7,937,747

<経費の内訳>
・報償費 30,000 円
・需用費 80,892 円
・役務費 1,191,624 円
・使用料及び賃借料 678,680 円
・負担金、補助及び交付金 9,231,371 円

　豊かな自然環境の中、学校関係団体のほか、幼児から大人ま
でに対応した多様なプログラムを実施し、利用者サービスの向
上を図った。

　学校安全の普及及び充実に向けて水質検査や室内空気化学物
質濃度測定等を実施して学校環境衛生の維持・改善に努めると
ともに、園児・児童・生徒の災害給付制度への補助等、学校保
健活動の充実を図った。

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 15,469人 15,054人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

保 健 体 育 費 保健体育総務費 健康診断事業 61,641,000 56,981,572 一 般 財 源
（教育推進課） 56,981,572

<経費の内訳>
・報酬 20,674,800 円
・報償費 19,679,600 円
・需用費 262,922 円
・役務費 70,000 円
・委託料 16,058,270 円
・備品購入費 235,980 円

スポーツ推進委員事業 2,805,000 2,415,211 一 般 財 源
（いきがい学習課） 2,415,211

<経費の内訳>
・報酬 2,250,000 円
・旅費 63,840 円
・需用費 100,469 円
・役務費 902 円

中学校体育施設開放事業 756,000 513,648 一 般 財 源
（地域教育課） 513,648

<経費の内訳>
・需用費 150,700 円
・役務費 5,904 円
・委託料 113,844 円
・原材料費 243,200 円

　地域及び市主催スポーツ事業等において、参加者に応じた安
全なスポーツ指導と市民の健康促進を図った。

　日・祝日を利用して、市内７中学校のグラウンドを開放し、
市民を対象にしたスポーツ活動の振興を図った。

  園児・児童・生徒及び教職員の健康の維持増進に向け、結核
検診や心臓検診、健康診断等を実施した。

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 1,030人 1,125人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

保 健 体 育 費 保健体育総務費 市民スポーツ自主事業 16,553,000 16,051,000 一 般 財 源
（いきがい学習課） 16,051,000

<経費の内訳>
・需用費 39,000 円
・委託料 16,012,000 円

市民スポーツ助成事業 1,900,000 1,900,000 一 般 財 源
（いきがい学習課） 1,900,000

<経費の内訳>
・負担金、補助及び交付金 1,900,000 円

　体育協会との共催によるスポーツ大会・スポーツ教室の実施
や各校区スポーツ振興協議会による地域スポーツ活動により、
市民の健康増進に寄与した。また、トップアスリートを迎え、
2020年の東京オリンピックから正式競技となるボルダリングと
バレーボール教室を実施した。

　市民の体力向上と地域コミュニティ促進のため、市民大運動
会及び、マラソン大会を実施した。

H28年度 H27年度
市 民 大 運 動 会 1,459人 1,405人
マ ラ ソ ン 大 会 488人 457人

参加人数
区 分

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 31,020人 31,240人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

保 健 体 育 費 体 育 施 設 費 市民体育館管理事業 44,196,000 42,417,581 府 支 出 金
（いきがい学習課） 19,600,000

諸 収 入
6,112,650

一 般 財 源
16,704,931

<経費の内訳>
・需用費 1,998,192 円
・役務費 27,389 円
・委託料 40,392,000 円

市民プール管理事業 22,263,000 19,689,694 繰 越 金
（いきがい学習課） 2,926,800

一 般 財 源
16,762,894

<経費の内訳>
・需用費（繰越分） 2,926,800 円
・役務費 22,894 円
・委託料 16,740,000 円

　平成26年度から指定管理者制度を導入しており、幅広いス
ポーツプログラムの提供やトレーニング室の充実を図り、市民
サービスの向上と利用促進に努めた。

　平成26年度から指定管理者制度を導入しており、効率的な管
理運営に努め、多くの市民が安全で衛生的に利用し、水泳教室
の実施等により、市民サービスの向上に寄与した。また、プー
ルサイドの補修工事を行い、安全管理に努めた。

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 36,846人 33,128人

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 184,124人 178,415人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

保 健 体 育 費 体 育 施 設 費 市民道夢館管理事業 39,769,000 38,768,087 一 般 財 源
（いきがい学習課） 38,768,087

<経費の内訳>
・役務費 40,367 円
・委託料 38,727,720 円

運動広場管理事業 47,728,000 43,075,607 使用料及び手数料
（みち・みどり整備室） 1,548,300

一 般 財 源
41,527,307

<経費の内訳>
・需用費 16,573,175 円
・役務費 1,094,995 円
・委託料 19,607,022 円
・工事請負費 4,389,120 円
・原材料費 1,407,295 円
・負担金、補助及び交付金 4,000 円

512,000 11,970 一 般 財 源
11,970

（みち・みどり整備室）

<経費の内訳>
・役務費 11,970 円

スポーツパークまつばら
管理事業

　スポーツパークまつばらについて、安全で安心して利用でき
るよう適正に管理することにより、市民のスポーツ・レクリ
エーションの振興に寄与することができた。

　平成26年度から指定管理者制度を導入し、効率的な管理運営
に努め、武道等幅広いスポーツ・レクリエーション活動の場を
提供した。

　市民運動広場について、安全で安心して利用できるよう適正
に管理することにより、市民の健康増進及び健全なスポーツ・
レクリエーション活動に資し、明るく豊かな市民生活の形成に
寄与することができた。

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 154,043人 154,724人

区 分 H28年度 H27年度
利 用 者 数 362,877人 352,551人



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

保 健 体 育 費 学 校 給 食 費 74,672,000 64,617,073 一 般 財 源
64,617,073

（学校給食課）

<経費の内訳>
・報酬 22,500 円
・需用費 54,832,836 円
・役務費 5,986,729 円
・委託料 3,591,023 円
・使用料及び賃借料 178,985 円
・負担金、補助及び交付金 5,000 円

学校給食業務事業 296,572,000 288,769,334 一 般 財 源
（学校給食課） 288,769,334

<経費の内訳>
・委託料 71,101,602 円
・負担金、補助及び交付金 217,667,732 円

学校給食センター運営事
業

　徹底した衛生管理と、給食を食べる児童のことを意識した調
理を実践し、円滑な運営に努めた結果、安心・安全な給食を提
供することができた。

　松原市立学校給食センターの衛生管理の確保や機能維持に努
めた結果、児童・生徒に安心・安全な給食を提供することがで
きた。

区 分 H28年度 H27年度
学 校 数 15校 15校
児 童 数 5,783人 5,915人
年 間 給 食 数 1,101,986食 1,138,245食
松原学校給食㈱補助金 210,917,732円 216,303,062円
地 産 地 消 推 進 補 助 金 6,750,000円 6,750,000円



【 教 育 費 】

項 目 施策の名称（所管） 予算額 決算額 財源内訳
円 円 円

施策の成果

保 健 体 育 費 学 校 給 食 費 中学校給食事業 149,448,000 136,476,549 一 般 財 源
（学校給食課） 136,476,549

<経費の内訳>
・委託料 136,476,549 円

　衛生管理が徹底された民間調理場活用方式により安心・安全
な中学校給食を提供することができた。

区 分 H28年度 H27年度
学 校 数 7校 7校
生 徒 数 3,257人 3,433人
年 間 給 食 数 539,433食 572,268食


